
生まれは？

　新潟県新発田市で生まれました。中学、高校まで過ごし、山形大学医学部入学し、それからずっと山形

です。

医師を目指したわけ？

　小学校６年生の時、修学旅行で会津にある「野口英世記念館」に行ったことがきっかけになりました。

それ以後、中学生の頃まではずっとプロ野球の選手か、医者になろうかと考えていました。残念ながらプ

ロ野球には行けませんでした。

放射線科 部長
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 医師
専門医資格：
・日本医学放射線学会専門医
・日本核医学会認定医
・日本IVR学会認定医
・腹部ステントグラフト指導医

今年４月当院に就任しました。
今後の抱負をインタビューしま
した。

迅速、正確、信頼できる
そして役に立つ情報の提供を
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放射線科を選んだわけ?

　一つには、自分が大学生の頃ＣＴ（コンピュータ断層撮影）が広まりました。これは画期的なことでし

た。Ｘ線を使い、身体の内部を輪切りに見ることができるというのは驚きでした。とても魅力的で、将来

性を感じました。

　二つには、当時の山形大学医学部放射線科初代教授、山口昂一先生の仕事に対する厳しい姿勢と気さく

な性格、そしてその山口先生の作った医局の和気あいあいとした雰囲気が気に入りました。

　三つには、消去法です。外科系は向いていない、とすると内科系、あまり人が多くない、人気のない科

と考えました。実際には意外にも同期入局が５人もいました。

今後の抱負は？

　読影のレポートは、最終的にその病院の診療レベルを上げるためにあります。表には出ませんが、主治

医に読んでもらえる、臨床に役に立つことが重要です。いわば、縁の下の力持ちです。

　今年３月まで山形大学医学部放射線科に所属し、20年間、大部屋で、10人ほどで一緒に読影をしていま

した。これからはひとりで、すべての分野を読影することになります。初めてであり、新鮮でもあります。

役に立つレポートを目標に、勉強をしながら、柔軟にやっていきたいと考えています。

ご家族は？　趣味は？

　クラシックの音楽鑑賞です。モーツァルト、ベートーベン、ショパン等メジャー系がお気に入りです。

　スポーツは以前は硬式テニス、今は時々ゴルフをします。ゴルフは始めて30年になりますが、スコアは

あまり変わりません……。

　家族は妻、子ども二人で、まだ子育て中です。

　質問にとても明快に答えていただきありがとうございました。

ＭＲＩ・ＣＴの検査予約を電話一本でお受けします。

　当院ではＭＲＩ・ＣＴの予約を簡単に、迅速にとれるようにしま
した。予約の手順については同封しました別紙をご覧ください。診
療にお役立てください。
　お問い合わせは、地域医療連携室（０２３－６２２－７５５１）
にお願いします。
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鈴木光典　医師
（至誠堂総合病院　整形外科）

左から　三浦啓子氏（株式会社テイエス めだかの学校）
　　　　吉田京子氏（介護老人保健施設 メルヘン）
　　　　藤山幸子氏（至誠堂総合病院）
　　　　鈴木光典氏（至誠堂総合病院）

活発な発言がなされる

　６月28日（水）午後６時30分～　大手門パルズにて開催さ
れ、たくさんの参加をいただくことができ、盛会のうちに終
了しました。第一部シンポジウムには４人の演者より発表が
あり、その後全体討議がなされました。多くの質問や意見が
出され、活発な討論が行なわれました。
　たくさんのアンケートが寄せられました。以下抜粋です。
・初めて参加した。たくさんの方々が真剣に聴講しており、
感動した。（リハ技士）
・骨折される患者の多くが認知症を合併している場合を多く
見かける。両者は深く関連ある疾患であり今回の交流会を機
に関連性について考察できた。（リハ技士）
・鈴木医師の話がわかりやすく、ユーモアを交えた話で、ひ
きこまれた。認知症と骨折がつながるというだけでなく、認
知症の方へのかかわり、考え方をあらためて考えさせられた。
（看護師）
・環境整備により患者の転倒を防げている症例を聞き、ラウ

ンドにて改善していくのは大切なことだと思った。（薬剤師）
・転倒、転落チームの活動が理解できた。当院でも組織化できるのではないかと思った。（看護師）
・介護老人施設や有料老人ホームでの取り組みを聞き、退院後患者を安心して施設に送ることができ
ると思った。申し送りも病院側としてしっかり行なっていきたいと思った。（リハ技士）
・退院時のカンファレンスの重要性、医療との連携の重要性を再確認した。（介護支援専門員）

「至誠堂総合病院 第17回地域連携交流会 」開催される

座　長　髙　橋　敬　治（至誠堂総合病院　院長）　　　　　　　　　
　　小　林　真　司（至誠堂総合病院　整形外科/リハビリ科部長）

「骨折治療と認知症」　テーマ
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Mens Groomig BARBERS　 山形市桜町4-18　TEL 023-623-6731

営業時間　平日10：00～21：00　土日祝9：00～19：00
定休日　毎週月・第3日曜

◇山口智弘さんに聞く
　2016年４月にオープンしたメンズオンリーサ
ロンがあります。オーナーの山口さんは、高校
時代、手に職をつけようと思っていたところに、
母親の「床屋は？」の一言がきっかけで理容師
の道へ。山形では男性専門の店が少なく、他店
舗の差別化を図るため、男性のための空間を作
りたいという思いから、男性専門の理髪店を開
業。「これまでも女性の髪は切ったことはなく、

切れないんです。それもお店の色にし
ようと。」
　オープンから１年経過、固定客も多
くなり、予約の方優先です。理容メ
ニューも多く、料金はとてもリーズナ
ブル。平日は21時まで営業しており、
仕事帰りに寄れるところも魅力です。
「男性であれば、小さいお子さんから、
高齢者の方までどなたでも。」　
　男性限定なのは残念ですが、付き添
いとしてなら女性でもお店には入れま
すよ♡

我らが街　桜町・木の実町・旅篭町商店街 �

爽やかで笑顔がステキな
              若きオーナー

ネイビーブルーが印象的な
　　　　　　　　　　カフェ風の店舗

清潔感ある店内

医療と介護の連携を
　シンポジウムの後懇親会が行なわれました。各病
院、施設の方々よりごあいさついただき、ありがと
うございました。

懇　親　会第２部

至誠堂総合病院　院長　髙橋敬治 県立中央病院　医療相談支援センターより 済生館　地域医療連携室より
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